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東北大学百年史編纂室

大学史における実験と実験器具
東北大学東北7牙 師先センター教授百年史編●A委員会チ貝 吉  田 思 ― - 2

『東北大学百年史』
部局史編纂委員会委員名簿(1)

東北大学百年史編纂室日誌抄録

●点補 百年7Uj
ケーベル先生と東北大学
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大学史における実験と実験器具

100th
tohoku un ve「ヨけ

東北大学東北アジア研究センター教授

百年史編集委員会委員 吉 田   忠

現今の大学の理系の学部では実験室の存在は不可欠であり、多くの実験器具 器械と取り組んでいる研

究者や学生の姿はおなじみの光景である。しかしこれとても歴史的所産であった。

1.大学における実験の制度化

大学における初期の実験は、今日のように学生自らが参加するものではなく、専ら教師が実演してみせるデ
モンストレーションに主眼があった。その最も古い例は、解剖教室であろう。中世大学の解剖学教授は古典の

テクストの解説に終始し、執フ」するのは理髪外科医と呼ばれる人々であった。自ら執刀をする解剖学者の出

現はヴェサリウスに代表されるように、16世紀なかばのことである。解剖教室は実際はthcatrun anatOmにumと

称せられ、劇場とあるとおり、学生は観客として参画しているのである。現存する最古の
一つパドヴァ大学の解

剖教室(1594)は、吉見学したことがあるが、円形階段状に作られた立ち席から学生は中央の解甘1台を覗きこ

むようになっている。

簡単な器lt装 置を使って力学の原1里などを実演してみせる講義用実験は、物理学の場合も行われた。
大学における最初の物理学実験施設はライデン大学に設けられ(1675)、その名もille■run PhyHcumであった。
オラングはニュートン科学を大陸で最も早く受容した国で、ライデン瓶の発明者の一人ミュッセンブルックの父

及び兄は、科学器械の制作者であり、彼らの作った実験器具で実演して見せたのである。これらの器具はライ

デン市にある国立科学史博物館 (ブールハーヴェ博物館)に現存し、その一音Mま陳列されている。

学生実験が制度化される瑞緒はパリのエコール ポリテクニクにあ

るようだが、何と云っても画期的成功をおさめたのはギーセン大学にお

けるリービッヒの化学実験室であり、これを契機に化学や生理学の分

野を晴矢として実験施設が19世紀ドイツの大学に普及した。

2.東北大学創設時の実験器具

19世紀ドイツの大学をモデルとした帝国大学が、実験施設の整備を

はかったろうことは想像に難くない。記念資料室に、その一端を示す興

味深い資料が2点あるので以下に簡単に紹介しておきたい。その一つ

は「明治四十四年度以降寄付関係書類Jと題されるもので、これは住

友家からの「奨学資金寄付Jや臨時理化学研究所との関係など、東

北大学や金属材十1研究所の歴史の基本的資料を含んでいるが、その

中には実験器具の寄付に関する文書が核じられている。例えば明治4

4年7月本多光太郎 (彼はどういうわけか、自転車一輌も翌年に寄付し

ている)より瀬戸物管他19点、同9月教育品製造合資会社から友田氏
アンドレアスヴェサリウステ人体構造漁!初版扉権

(1964年濃融社復亥!版より)
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波動模型、島津源蔵(島津製作所)から本多波動模型、さらに12月総額307円の理化学用天秤計9点に関

する、東京和‖日の守谷衡器製造所から真島利行宛の領収書も添付されている。就中最初の資料は、「高温

度研究用材料|たるべき瀬戸物管」各種合計284箇、価格167円84銭5厘とあり、物理学研究材料用で、ベル

リンの王立rF3器工場の送り状も添付されている。さらに果味深いことは、同工場からの添え書き(1911323日付)

によれば、前年の10月初めにベルリンに滞在した長同半太郎がこれを発注し、当時パリにいた本多により代

金が支払われたことが読みとれる。またロンドンのAdan Hllgerなる会社からの書簡(1911310)によれば、長

岡は干渉計をも前年9月同地に滞在中発注していることが判明する。長同が初代理科大学長に凝せられ、

教授陣の人選に主導的役割を果たしたことは周知の通りであるが、実験器具の配備にも気を配っていたので

ある。(本資料は、いずれ百年史編集委員会の紀要力でき、機会力ちれば、翻刻して紹介したいと思っている。)

もう一つの資料の「物理学教室機械台帳Jは、明治44年から昭和1

9年まで同教室で受け入れた実験器具の台帳で、力学(通計590点)、

電気学(977点)、光学(391点)、熱学(108点)、磁気学(37点)、音動(

36点)に分類されている。前述の友田式「波動機Jは、この台帳の冒頭(力

学の項)に現れ、また本多式波動機は4番目に記され、ともに昭和17年

9月10日に廃棄処分されている。また長岡が発注した干渉計は、「ペル

ファブリー式干渉測定器」として光学の項に記録されている。当然の

ことではあるが、明治44年時に受け入れた機器では、測器の多いのが

目につく。例えば力学の分野では、円形測角器、尺度目盛器械、水準器

定数淑l定器、Ht算尺、比重天秤、晴雨計などであり、電気では、電流計、

抵抗測定器、験電気など力激見され、無論電動機、ガイスレル管、蓄電池、

スウイッチなど基本的なものも多数購入している。この台帳の利用価値

を高めていることの一つに、備考欄に購入先ないしは製造元を記していることである。その分析は別の機会

に譲りたいが、東京市国大学理科大学からの移管品も含め、実験器具が輸入か国産か、あるいはどの国の

製品かが見当がつき(多くは特定の製造先のものである)、また先の研究分野別の傾向も推し量ることができ

よう.

以上はあくまでも記録であり、残合ながら実物は廃棄されたりして残っていないのではあるまいか。京都合

密局以来の伝統を継承する京大には古い化学実験器具が現存すると聞くが、本学においてもこうした古い

実験器具を発掘し、廃菜することなく、総合学術博物館や各教室などで是非とも保管して頂きたいものである。
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「物理学数室機械台帳J
(部分 東北大学者3念資料雲所蔵)

74善に「ペル ファフリー式干渉測定器」が見える。



酔「局史編菜   委 員名簿(1週
(部局史第1巻 第2巻所収部局。平成10年 2ヽ月1日現在。
第3巻 第4巻所収の部局史編察委員会名書は 次号に掲載)

日委員 竹中果慈(教授)、海川昌久(教授)

佐 木々克夫(教授)、吉本啓(教授)

小林文生(教授)黒田卓(教授)

鈴木道男(助教授)長友雅美(助致援)

重野芳人(助教授)丸山宏(助教授)

コ委員長 潜狩堰(教授)

コ委員 都栗役夫(教授)、平淳朋郎(教授)

伊藤翼(教授)、大綱憲四郎(教授)

藤巻宏和(教授)、大橋広好(数綬)

笠木治郎太(教授)

吉「局 史 第 1巻  (平成15年3月刊行予定)

印
●文学部史編さん委員会
・委員長 玉懸博之(教授)
日委員 中村寝(教授)、中隠隆敷(教授)

今泉隆雄(教授)大藤修(教授)

小林隆(助教授)永井彰(助教授)

こ委員長 吉田正志(教授)
E委員 寺田治明(教授)大内孝(助教授)

空井護(助教授)

日委員長 柴回信也(教授)
日委員 平本厚(教授)、大滝指―(教授)

日委員長 藤原五雄(教授)
コ委員 川平芳夫(助教授)

佐譲研―(助教授)

議国恭子(助教授)

日委員長 平回隆―(教授)
日目1委員長 浅野裕―(教授)

佐竹正夫(教授)

こ委員長 江幡武(理学研究科教授)
8委員 蟹澤聴史(理学研究科教授)

国分振(情報科学研究科教授)

内田興二(情報学研究科教授)

大友嘉勝(言語文化部教授)

高橋豊文(理学研究科教授)

関内隆(大学教育研究センター教授)

半回本強(名誉教授)

細谷昂(名誉教授)

浅尾豊信(名誉教授)

漬部治雄(名誉教授)

平田隆―(国際文化研究科教授)

入聞田宣夫(東,ヒアジア研究tンター教授)

言F 史第2巻
(平成16年3月刊行予定)

…
●部局史編さん委員会

(委員長のみ決定)

日委員長 近藤尚武(教授)

●部局史編さん委員会

(委員長のみ決定)
日委員長 大家清(教授)

叩

●部局史編さん委員会

(委員長のみ決定)
日委員長 岩月尚文(教授)

●部局史編さん委員会

口委員長 沼図俗之(教授)
日委員 水原克敏(教授)

本郷―夫(助数捜)

印
●部局史編さん委員会

●部局史編さん委員会

●部局史編さん委員会

●教養部史編さん委員会

●附属図書館百年史編さん委員会
E委員長 小回忠雄(館長)
・委員 高坂知節(医学分億長)

加藤煩二(北言葉山分館長)

本間基文(工学分億長)

伊藤敵敏(農学分館長)

辻英雄(事務部長)

谷内聴(総務課)、由良信道(情管課)

早源均(情サ課)村岡徹(医分館)

淵辺剛(総務課)二十嵐行衛(情管課)

菅野博之(情サ課)永国英明(l13資宮)

星政貝1(青分篤)、川村隆男(工分億)

湯木智子(農分館)

●部局史編さん委員会

●部局史編さん委員会
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●平成10年 7月

2日 各 部局に教授会議事録の利用に
ついて依頼を行う。

6日 刀 山ヽ貞夫編集委員長に編集事業
の経過報告を行う (今泉=長 、
編纂室員)。

8日 第 15回幹事会(通史執筆体制、
百年史体裁、執筆要項、CD―
ROM 『 束北大学百年史小
史』の出版、資丼1編J又録の統計
データ)。

13日  梅 花学園資料室より 『梅花学国
学園史H71究』 (第5号 )寄 贈。

17日  波 部治雄名誉教1/(大 学教育研
究センター)来 室。

23日  第 16回 幹事会 (百年史の体裁、
執筆要項、部局史の編纂)。

29日  第 8回 百年史TFm集委員会 (通史
執筆体制、百年史の体裁、執筆
要項、 『東北大学小史』の出版、
電子出版)。

22日  久 道茂東北大学後援会理事と今
泉室長の話し合い。

31日  編 集室スタッフ会議。

● 8 月

5日 梅 花学国資料室より 『梅花学岡
学田史研究J(第1～4号)寄増。

31日  桶 纂宮スタッフ会議。 「東北大
学百年定編集室ニュース』 (第
2 号) 刊行。

● 9 月

4日 原 H夏 子氏より F東北帝国大学
女子学生の記録一昭和十八年十
月に入学して一』(晩夏会)寄賠。

18日  河 相一成名誉教授 (農学部)来
室。

29日  編 集室スタッフ会議.

●1 0 月

1日 第 17回 幹事会(通史執筆体制、
刊行経費 計画、資十1編収録の統
計データ)。

5日 第 9回百年史編焦委員会 (こ史
執筆体市」、刊行計画、執筆要項)。

9日 小 山編纂委員長と今泉室長の話
し合い。

16日  工 学部史編纂室長 理 学部部局
史実務担当者来室。

19日  百 年史編集委員会 (東北大学百
年史編察委員会規模の一部改正、
東北大学高年史の編察 す」行)。

OH月

4日 編 纂室スタッフ会議。
訂議会議事要録件名目録完成。

5日 編 纂室員が官城県図昔館におい
て資料調査を行う 1可北新報
宮城県庁文書等)。
東北大学工学部電気情報系倉け立
75周 年記合史出版会より 『A
NTENNA一 東北大学工学部
電気情報系の歴史一J寄 贈。

9日 高 知医科大学より 『開学二十日
午記合誌―岡豊今吉―』寄増。
佐賀医科大学より 『開講二十周
年記合誌J寄 贈。

12日  京 都大学結務部創立百周年H3合
事業lE進車より F京都大学百年
史』 (総Il■編)寄 増。
工学部史編集室員米室。「工学部
史編集室通信』(倉け刊号)寄噂。

13日  事 務局総務部人事課資料調査開
始 。

【０

ハＵ

日 中 lJ志郎名誉教授(文字部)来室。
日 に越教育大学より 『上越教育大
学創立 20周 年記念誌―飛躍
―』寄H曽。
日 編 集室員が宮城県田書館におい
て資料調査を行う (河北新報
宮城県庁文書寺)。

2 0

0 1 2 月

2日 編 集室スタッフ会H‐。
4日 森 宮名誉教授(医学部)、石井敬弘
名誉教授(医学部)来室。

11日  民 陵同窓会百二十年史編察委員
会より F民陵同窓会百i二十年
史]寄 暗。
工学部史編集室員来室。

17日  大 分医科大学より 『lrJ岳[一大
分医科大学二十周年記合―』
奇贈。

19日  HFA部文男名誉教授 (経済学者191
よリイールズ事件関係資十1寄贈c

22日  工 学部史ll・・纂室員来室。兵庫教
育大学より「兵庫教育大学二十
年史J ttR営。
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Rケ ーベル(1343～1923)

(久保勉 「ケーベル先生とともにJ1951年 岩波書店より

転 点摘・百年史

ケーベル先生と

東北大学

明 塩観 品 瞥 鋪 、是 岩ン 暑樹 臨 品 墾

見なかった者はいない。その人は夏目漱石の小品で有名な「ケーベル先生Jで

あり、新入生は先輩から「あの人は嫉汀台の聖人であるJと教えられていたという。

「ケーベル先生Jは、好んで学生差を自宅での夕食に招待し談論を楽しんだ。

たびたび先生宅に招かれた学生とは 波多野精一、岩元禎、桑木厳果、姉崎正治、

高山林治郎など文科大学の優秀たちであつた力S、その中に、石原課(哲学)、阿

部次郎(美学)、口辺元(科学概論)、小山鞠給(科学概論、者学)、高橋里美(14

学概論、哲学)、久保勉(古代言語、西洋哲学史)など、後年東北荷国大学で教鞭をとることになる人達がいたのである。

Rケーベル(RFtPh～l Koeber 1848ヽ1923)は、ロシアのニジニ ノブゴロドのドイツ系ロシア人の家庭に生まれ、教養ある祖母に

育てられた。モスクワ音楽院に進学したケーベルは、Nル ービンシュタインからピアノをPIチャイコフスキーから、作的法などを習い,

優秀な成績で卒業した。卒業に際し恩師から職業的ピアノ演奏家になるよう勧められた力`病55のため断合し、哲学の勉強を

意してイエナに向かつた。

イエナ大学を卒業したケーベルはハイカレベルグ大学、ベルリン大学、ミュンヘン大学で研錯を積み、その間、数 の々著作を発

表したが、特に1884年、『ハルトマンのを■体孫Jを公にし、当時欧州哲学界の最高峰として、世界的に著名な工いブァルトフォン

ハルトマン教授に嘱望され、深い信頼を得ていたのである。

その頃、東京帝国大学文科大学から、青木駐独公使を通じてハルトマン教授の許に哲学講師の推薦任頼力ちつた。ハルト

マンは、貴下を推薦したとの手紙をケーベルにとつている。ケーベルは初め峻拒していたが、ハルトマン教授の数次にわたる説

得により、ひとまず3年間の契約で東京に旅立った。明治26年のことであった。

ケーベルの目指した講義は、人文主義的教養そのものであった。また、近代西洋の哲字のみならず、西洋文化一般の徹底的

理解にはギリシャ語 ラテン語が必須であるとの信合から、ギリシャ語 ラテン語の講義をも引受けた。ケーベルの円満な人格と

周到な講義は学生達のフと、を捉え、教室は常に満席であつたという。その生徒達の中から、幾多の我国を代表する哲学者力清 ち、

倉J立後日が浅い本字理科大学にも若い講師を迎えることができた。

その最初の人物は回辺元であり、本学理科大学で科学概論、哲学、倫理学等を担当した。それは、法文字部力指u設される

9年前の大正2年のことであった。

田辺は本学在勤6年間にTohOku Madl●matcd Joum組(『東北数学雑誌』)に「自然数ノ哲学的基礎二就テJをはじめとす

る数学の哲学的解釈に関する論文4編(V ずヽれもMッ 語)を発表しているが、これらは後年『数理哲学研究J(大正14年)となり、

わが国の学界に独自の境地を開いた。数学科ホ鶴一、藤原松二郎、小倉全之助など3博士、ならびに本多光太郎、石原純な

ど理科大学の研究者たちとの交流の成果であるといわれている。



真北大■言4史 編雫宝ニュース

大正11年当時の国辺元
(「田辺元全隻J第2巻 1963年筑藤書房より)

回辺は、叫‖大学(東京市大)で数字を学び 途中進路を変更し文利大学で省字を専攻した。大正8年(1919)西凹投多

郎に市われ京ヤ「市大に転出するが 西日もまた数学に対フじ、を抱く人で、彼が敬友したB師 北l■時敬(本字第二代lt長)ま歓

字を,攻 した人であり西田に欺宇千1を志望するよう時めたという。また 日辺が一高れ学中から教示を仰いだ竹野亨古も数

字から哲学に転的した人であるcちなみに 日辺の者書『科学概論J(大正7年)まi宰1卯政太郎に、『歓叫十学Ⅲ,先』(大正14年)

は竹野亨古に抹げられている。これら人ITの間に数学の見えざるネが絡んでいるのはなせか。理科大学における「科学概諭J

の間講を提案した博柳政大R「本学初代布長にl・lってみたいものである。

大正11年本学に注文字引すが創設され、東京市大や京者F市大出身の恰抗が着iした。その中に社多のケーベル門下生が

おり、言わす語ら,■[ケ ーベルの瓜格を継承した自由M差 な詰義が行われたのではないだろうか。

また、ケーベルがイんだという、学生による教官宅の訪門は 法丈キヤFの「而会日Jとして ケーベルド1卜生以外の教官にも

定着していたようであるcそオJま、戦争末期の放烈な状lmuの中でも続けらイ■ていたようであり、たとえゴ昭和19年(1944)、学従

動員 キ,t出陣の最中にもかかわらす 面会日は月Π召―武内業那、火曜-11同典嗣、水曜―小宮豊に、本曜―F「I=ほ次郎 全H程
―同 PT義恵の各教接であった、との回想記録がある。

学生の4H官七訪間が、必すしも東北市大だけの伝 lLではないかもしれない。しかし、東北市大に旭“した数多くのケーベル

P日下年は 思lTケーペルの人格的影響で宇生の指導はケーベル風となり先tの 教えが、あたかも地下水月【のごとく本■の

学風の一部をf/成してきたといってもよいのではないか。

晩年のケーベルと19年にわたり起「を共にした最も身近なTv子である久保勉は ケーベルの没後不学と文字キいてギリシャ許

ラテン語 哲字史を譜じた。また ケーベルの旧蔵書(文字言、吉楽書をなく)を本■にもたらした。本宇図書館に収成する「ケ
ーベル文庫Jがそれである。

本学第七代な長求谷岱蔵は、市大医手大■生のときケーベルをを訪問している。その際「■はキリスト教徒かJとケーベ

ルに印かれ「無宗教であるJと答えたところ「だが、■はキリストの霊に目するJといわれたこと、また、「夢は1可国語で見るかJと

ケーベルに導ねたら「ドイッ語で見るJと特えたことに興味深(感じた、と述懐している。

結核の神様といわれた,1谷総長の診療や講義にケーベル瓜が認めらオtたのであろうか。

(文中rr/Tr略)

イヽ 野 和大 (東北大学市年史編集室員)
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資樹に関する情報をお奇せください !

「東北市大 法 文時報J第52号 昭和フ年中932)7月25日発行 (東北大学記念資料室所蔑)。
トップ記事は「非常時の就職」 満州事変後の戦争景気で新職率の高い工学部と 「棲億たる法文」学
部とが対照的に描かれている。
r東北市大 法 文情報Jは 強立会 (法文学部の学友会)が発行した学生新聞である。強立会はその後
大学の間与を排除するか否かで紡糾し伺7年1明 に解散 「法文時報|も同時に腐刊となったという。しかし
東北大学記念資料室には第35152号 しか保存されておらず その全体像はいまだつかめていない。
このほか 大学関係の新聞としては I東北お国大学新聞!fttHt学生新EIJ「東北大学教奈罰新聞J「東
Ht大掌新聞Ji東北大学生新聞Jなどの存在が知られているが それらの収集も十分なされているとはいえ
な,ヽ

現在、百年史編集室では、学内に保存される行政文書の調査 分析を中″亡セした作業をおこ
なっております。しかし、大学という大きな孫H織体の歴史を描くためには、公的記録には残されな
い様 な々出来事や人間模様が描かれた記録類や写真などもまた、重要な資料といえます。編纂
室では、これら個人が所蔵されている諸資料、特にO大 学新聞 学生新聞(上の写真参照)、②
研究年 サークルなどの記ll類、①写真類、O個 人の日記 メモ、などの調査 収集をおこなってお
ります。こうした資料の収集にあたっては、教職貝卒業生 在学生の皆様をはじめとする学内夕|
のご協力が不可欠です。

東北大学に関わる歴史的資料についての情報を、編集室までご提供下さいますよう、お願い
いたします。
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